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令和６年度の診療報酬改定においては、過去とは異なった観点からの項目が示されてい

ます。 

具体的には、物価高騰・賃金上昇、経営状況、人材確保の必要性、患者負担・保険料負

担の影響を踏まえた対応を基本方針に加えている点です。 

また、診療報酬の改定の施行時期が、例年とは異なります。医科歯科の診療報酬改定は

６月１日からですが、薬価については４月１日、材料価格については６月１日改定となっ

ていますので、注意が必要です。 

 

 

令和６年度診療報酬の改定率は診療報酬本体ではプラス0.88％です。個別にみていくと、

医科がプラス0.52％、歯科がプラス0.57％、調剤がプラス0.16％となった一方で薬価はマ

イナス0.97％、材料価格はマイナス0.02％の改定となりました。 

 

■令和６年度診療報酬改定～改定率～ 

 

厚生労働省：令和６年度診療報酬改定と賃上げについて

１│令和６年度診療報酬改定率     

令和６年度診療報酬改定の概要と新たな視点 
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今回の改定の基本的視点並びに具体的方向性については、雇用情勢の現状を踏まえた人

材確保と働き方改革の推進を行い、ポスト2025を見据えた地域包括ケアシステムの深化・

推進や、医療DXを含めた医療機能の分化・強化、連携の推進、安心・安全で質の高い医療

の推進、効率化・適正化を通じた医療保険制度の安定性・持続可能性の向上を目指すとし

ています。 

 

■診療報酬改定の基本的視点と具体的方向性 

 

厚生労働省：令和６年度診療報酬改定と賃上げについて 

 

 

賃上げに関しては、令和６年度にベア＋2.5％、令和７年度に同＋2.0％の実現に向けて、

医療機関等の過去の実績（2023年病院団体調査における平均ベア率＋0.4％、毎月勤労統計

調査の実施による過去10年ほどの医療業・所定内給与の平均変化率も同様の水準）をベー

スに検討され、今般の報酬改定による上乗せ点数（加算措置）と賃上げ税制（給与等支給

額が＋2.5％の場合に増加額の30％を税額控除する中小企業向けの措置など）を組み合わせ

ることにより、ベアの目標達成を目指す建付けとなっています。 

 

■賃上げ関係の令和６年度の診療報酬改定のポイント 

 

３│新たな視点 賃上げに関係する改定ポイント     

２│令和６年度診療報酬改定の基本方針の概要     
 

厚生労働省： 

令和６年度診療

報酬改定と賃上

げについて 
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 この改定率＋0.61％分による上乗せのイメージとしては、対象職種賃金2.3％相当を想定

して設定されています。（令和６年および７年とも同じ点数） 

この点数を算定した場合の賃上げ配分方法については、下記のような２つのパターンを

想定しています。 

 

■診療報酬の賃上げに係る評価のイメージ（厚労省HP診療報酬改定と賃上げについて） 

 

厚生労働省：令和６年度診療報酬改定と賃上げについて 

 

 

昨今の食材料費、光熱費をはじめとする物価高騰、30年ぶりに高水準となる賃上げなど

といった経済社会情勢は、医療分野におけるサービス提供や人材確保にも大きな影響を与

えています。 

そこで、医療従事者の人材確保や賃上げに向けた取組みとして、医療従事者の賃上げを

実施するための特例的な対応として、一つは歯科衛生士や歯科技工士、その他医療関係者

の賃上げ原資として＋0.61％分を活用した改定、もう一つは40歳未満の勤務歯科医師、事

務職員、歯科技工所等で従事する者の賃上げに資する措置として、＋0.28％分を活用した

改定が実施されます。 

ただし、今回の賃上げの状況については、賃金引き上げに係る計画書、賃金引き上げの

実施上の報告書の提出（毎年）、後述する抽出調査などを、厚生労働省に報告することが義

務付けられます。 

４│物価高に負けない「賃上げの実現」（歯科関係）     
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今年度の診療報酬改定項目のうち、歯科関係の従事者に対する賃上げについて、新たに

創設される診療報酬と基準となるベースアップ評価料の考え方、具体的スケジュール、計

画書や報告書の提出等が示されていますので、以下その詳細を解説します。 
 

 

＋0.61％分活用の対象職種としては、病院、歯科診療所等に勤務する歯科衛生士、歯科

技工士、歯科業務補助者、その他医療関係職種職員（医師及び歯科医師を除く）となって

います。 

＋0.28％分活用の対象職種としては、40歳未満の勤務歯科医師、事務職員、歯科技工所

で従事する者等、となっています。 
 

■賃上げ対象となる歯科関係職種のイメージ 

 

                             厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 

 

 

今回の歯科関係の診療報酬改定では、賃上げを意図した「歯科外来・在宅ベースアップ

評価料（Ⅰ）（Ⅱ）」「入院ベースアップ評価料」が創設されます。 

また、初診料・再診料や歯冠修復・欠損補綴物の制作に係る項目等についても、職員の

賃上げを実施すること等も踏まえたなかでの引上げを行います。 

さらに、今回創設される診療報酬（既存の看護職員処遇改善評価料含む）による賃上げ

については、賃上げ促進税制における税額控除の対象となります。

２│創設される診療報酬について     

１│歯科関係従事者の対象職種     

歯科関連従事者の賃上げに関する改定 
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■創設される診療報酬等 

 

厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 

 

 

医療機関において、令和６年度と令和７年度の２年間の賃金引上げについて計画すると、

ベースアップ評価料（＋0.61％活用分）については、対象職種の給与総額の2.3％相当にな

るように設定されており、２年とも同じ点数設計となっています。 

したがって、この点数を算定した場合の賃上げへの配分方法については以下の２パター

ンが考えられますが、いずれも算定額をすべて賃金の引上げに充てることが重要です。 

 

■例：令和５年度の給与総額を1,000万円とした場合 

 

厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 

３│医療従事者の賃上げの概要について     
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■パターン１の賃上げのイメージ 

 
厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 

 

■パターン２の賃上げのイメージ（厚労省HP診療報酬改定賃上げについて） 

 

厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 
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賃上げのスケジュールについては、下記のようなイメージとなります。 

医療機関においては、賃金引上げ計画の作成から計画に基づく労使交渉、計画に基づく

給与規定の改正、施設基準の届出及び期中の区分変更の届出、賃上げ状況の報告（令和６

年度・令和７年度）といった作業を実施していくことになります。 

 

■具体的なスケジュール表 

 

厚生労働省：診療報酬改定賃上げについて 

 

 

前項のスケジュール表のとおり、ベースアップ評価料を算定する医療機関等は、施設基

準の届出書提出と合わせて、賃金引上げに係る計画書及び報告書を地方厚生（支）局に提

出することになります。この中では当然、ベースアップ評価料が原則ベア等に充てられて

いることがチェックされます。 

その上で、計画書及び報告書では、ベースアップ評価料による賃金引上げの状況だけで

はなく、自主財源等も含めた全体的な引上げ状況及びベースアップ評価料の対象とならな

い40歳未満の勤務歯科医師等（改定率0.28％分）の職種の状況についても、聞き取りを実

施する予定となっています。 

さらには、別途、歯科技工所も含めて、抽出調査の実施等も予定しています。 

厚生労働省では、このベースアップ評価料による算定見込みや医療従事者の賃上げ見込

みの試算を支援するため、「ベースアップ評価料計算支援ツール」を作成しています。 

診療報酬改定における新たな取組みですので、是非とも活用することをお勧めします。 

５│計画書・報告書と施設基準の届出書     

４│医療従事者の賃上げへの具体的スケジュール     
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今回の改定の基本方針にある「安心・安全で質の高い医療の推進」という項目に関して、

歯科関係では、口腔疾患の重症化予防、口腔機能低下への対応の充実、生活の質に配慮し

た歯科医療の推進といった観点から、評価の見直しや新設が行われています。 

他にも賃上げへの対応として初診料や再診料、歯科修復及び欠損補綴物の制作にかかる

評価等が見直されました。 
 

 

（１）初再診療等の評価の見直しによる人材確保、賃上げへの対応 

標準的な感染防止の必要性、医療機関の職員や歯科技工所で従事する者の賃上げ等の観

点から初再診料や歯冠修復及び欠損補綴物の制作にかかる項目の評価が見直されました。 
 

 

                厚生労働省：令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

 

（２）歯科固有技術の見直し 

大臼歯のCAD/CAM冠について、第一大臼歯の要件を緩和するとともに、第二大臼歯の一部

にも適応拡大しました。 

CAD/CAMインレーを制作する場合に、デジタル印象採得装置を用いて印象採得及び咬合採

得を行った場合の評価を新設しました。併せて、歯科医師と歯科技工士が連携して口腔内

の確認を行った場合の評価を新設しました。 

 

●(新)光学印象100点   光学印象歯科技工士連携加算 50点 

1｜歯科医療についての評価の見直し等     

歯科医療の評価の見直しや新設項目 
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■（参考）大臼歯CAD/CAM冠の適用イメージ 

 

厚生労働省：令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

 

 

（１）う蝕の重症化予防の推進 

う蝕の重症化予防を推進する観点から、フッ化物歯面塗布処置の見直しを行うとともに、

エナメル質初期う蝕及び初期の根面う蝕にかかる管理料が新設されました。 
 

 
厚生労働省：令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

 
（２）歯周病予防の重症化予防の推進 

歯周病の重症化予防を推進する観点から、糖尿病患者に対して歯周病安定期治療を行う

場合の評価を新設しました。 

 

●【歯周病安定期治療】 （新)歯周病ハイリスク患者加算 80点 

２｜新設された改定項目等     
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今年度の改定の基本方針にある「安心・安全で質の高い医療の推進」に該当する項目と

しては、歯科医療における口腔内の管理や口腔疾患等への取組みがあげられます。 

以下、これらの取組みに対する評価の見直しや新設された項目について解説します。 
 

 

（１）回復期等の患者に対する口腔機能管理の推進 

回復期リハビリテーション病棟等に入院する患者にするリハビリテーション・栄養管

理・口腔管理を推進する観点から、歯科医師による口腔機能管理、歯科衛生士による口腔

衛生管理を行う場合の評価が新設されました。 

 

●(新)回復期等口腔機能管理計画策定料 300点 

●(新)回復期等口腔機能管理料 200点（１回/月） 

●(新)回復期専門的口腔衛生処置 100点（２回/月） 

 

（２）周術期等の患者に対する口腔機能管理の推進 

周術期等口腔機能管理について、手術の実施の有無にかかわらず、集中治療室で治療を

行う患者を対象に追加しました。 

また、終末期の悪性腫瘍の患者等に緩和ケアを実施している患者に対して、歯科衛生士

が周術期等専門的口腔衛生処置を行う場合の算定回数制限を２回から４回に見直しました。 
 

（３）ライフステージに応じた口腔機能の管理の推進 

ライフステージに応じた口腔機能管理を推進する観点から、口腔機能管理料及び小児口

腔機能管理料について、指導訓練が実施されるようになってきた診療実態を踏まえて、評

価の在り方を見直すとともに、指導訓練に係る評価が新設されました。 
 

●（改定）小児口腔機能管理料 100点から60点へ 

●（改定）口腔機能管理料   100点から60点へ 

 

また、口腔機能発達不全症及び口腔機能低下症の患者に指導訓練を行った場合の評価が

新設されました。 

さらには、歯科衛生実地指導料について、歯科衛生士が口腔機能に係る指導を行った場

合の評価も新設されました。 

１｜口腔機能の管理の推進     

口腔内の管理や口腔疾患等への取組みの推進 
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●(新)歯科口腔リハビリテーション料３（１口腔につき）※月に２回算定可能 

１ 口腔機の発達不全を有する18歳未満の患者の場合 50点 

２ 口腔機能の低下を来している患者の場合 50点 

●【歯科衛生実地指導料】 (新)口腔機能指導加算 10点 

 

（４）継続的・定期的な口腔管理の推進 

ライフコースを通じた継続的・定期的な口腔管理による歯科疾患の重症化予防の取組み

を推進する観点から、かかりつけ歯科医による口腔管理の評価を見直しました。 

 

①かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所について、施設基準の名称、要件及び評価を見

直しました。 

 

 

②かかりつけ歯科医によるエナメル質初期う蝕に関する評価の要件を見直すとともに初期

の根面う蝕に関する評価が新設されました。 

 

③かかりつけ歯科医による口腔機能管理に関する評価が新設されました。 

 

上下とも 厚生労働省：令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

 

（５）客観的な評価に基づく歯科医療や口腔機能管理の推進 

客観的な評価に基づく歯科医療や口腔機能管理を推進する観点から、口腔機能の評価に

関する検査について、要件が見直されました。 

具体的な内容については、咀嚼能力検査及び算定対象となる患者に、顎変形症にかかる

手術を実施する患者が追加されました。 



令和６年度診療報酬改定による 歯科医院への影響 

歯科経営情報レポート 12 

また、口腔機能低下症の診断を目的とする患者又は口腔機能低下症の患者に咀嚼能力検

査又は咬合圧検査を行う場合について、要件が見直されました。 

 

●（改定）嚼能力検査（１回につき） 

１ 咀嚼能力検査 1,140点 

２ （新）咀嚼能力検査 2,140点 

●（改定）咬合圧検査（１回につき） 

１ 咬合圧検査 1,130点 

２ 咬合圧検査 2,130点 

 

 

（１）在宅歯科医療の推進 

質の高い在宅歯科医療の提供を推進する観点から、歯科訪問診療１における20分未満の

評価を見直すとともに、歯科訪問診療２及び３について区分を見直しました。 

 

 

 

また、歯科訪問診療の後方支援や地域の歯科診療所と連携した口腔機能評価等を含む歯

科訪問診療を行う在宅療養支援歯科病院が新設されました。 

 

 

上下とも 厚生労働省：令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

 

（２）訪問歯科衛生士指導の推進 

終末期の悪性腫瘍の患者等の緩和ケアを受けている患者について訪問歯科衛生指導料の

算定回数が従来の４回/月から８回/月に見直されました。 

 

なお、本レポートで紹介した項目以外にも見直しや新設された点数が多くありますので、

診療報酬請求の際は、今後の通知等を確認したうえでご対応ください。

２｜口腔機能の管理の推進と口腔疾患等への取組みの推進     
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■参考資料 

厚生労働省：令和６年度診療報酬改定と賃上げについて 

令和６年度歯科診療報酬改定の主なポイント 

令和６年度診療報酬改定 個別項目について 

 


